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パワーコンディショナ（Ｐ７３Ｅ１０３）を複数台設置する場合の配線 
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パワーシステム事業部 

設計第一部 

 
 
 パワーコンディショナを同一系統に複数台設置すると、単独運転検出機能の能動的方式（無効

電力変動方式）の検出感度が低下する場合があります。そこで各パワーコンディショナの同期を

とることにより能動的方式の検出感度を低下させないようにする方法について説明します。 
 
ここで説明します同期信号の配線は外部通信※１の設定後に行ってください。また、お使いのシ

ステム構成により設定方法が異なりますので、以下の該当する項目を参照し同期信号の配線と設

定を行ってください。その際、端子台の場所等については工事説明書を参照してください。 
 

 
１．１０ｋＷ～３０ｋＷビルドアップが１台の場合 

・ この場合は同期信号を使用しませんので配線は不要です。入出力箱内部の制御信号端

子（ＴＢ８１：０～３）の設定を下図（出荷時の設定）にしてください。 
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短絡金具により短絡して

ください。 

（出荷時の設定） 

ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ機 

(TB81) 

短絡金具 

実機の端子台イメージ 
         ＴＢ８１ 
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２．１０ｋＷ～３０ｋＷビルドアップを複数台組み合わせる場合 
・ 下図を参考にして、各ビルドアップ機の入出力箱内部の制御信号端子（ＴＢ８１：０

～３）の配線と設定を行ってください。 
・ 推奨ケーブル：ＫＰＥＶ－ＳＣＦ０．５ｍｍ２ ２Ｐ（１対） 
・ ケーブル長：１．２ｋｍ以内（各ビルドアップ機の間をつなぐケーブルの総合の長さ） 
・ ユニットの接続台数：最大２７台 

 

 
１０ｋＷ～３０ｋＷのビルドアップ機を３台組み合わせる場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※1 外部通信、装置番号については取扱説明書を参照してください。 

外部通信を行わない場合は、装置番号：０１のユニットを実装するビルドアップ機が複数台

あることになります。この場合は任意の１台のビルドアップ機のみ上記短絡処理を行い、その

他のビルドアップ機は短絡金具を外してください。 

 

    注意 上記配線を行った後、各ユニットに受電する場合、短絡処理を行ったビルドアッ

プ機の装置番号：０１のユニットから必ず受電するようにしてください。 

短絡処理を行ったビルドアップ機の装置番号：０１のユニットに受電していない状態で、装

置番号：０２以降（または短絡処理をしていないビルドアップ機の装置番号：０１など）のユ

ニットから受電した場合、ＥＲ２５（無効電力同期パルス異常）が発生し「ＡＬＡＲＭ」ＬＥ

Ｄが点灯することがあります。この場合は故障ではありませんので短絡処理を行ったビルドア

ップ機の装置番号：０１のユニットに受電した後、ＥＲ２５を表示しているユニットの「ＲＥ

ＳＥＴ」スイッチを押して故障をクリアしてください。 
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短絡金具により短絡してください。 

（出荷時の設定） 
０－１間に実装されている短絡金具を外してください。 

ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ機 

(TB81) 
外部通信の装置番号：

０１※1 が実装されてい

るﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ機 

ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ機 

(TB81) 
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ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ機 

(TB81) 


